降誕節第3主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年1月11日
「父の家」
詩編135編1～3節
135:1 ハレルヤ。賛美せよ、主の御名を／賛美せよ、主の僕らよ
 135:2 主の家に／わたしたちの神の家の庭に居並ぶ人々よ。
 135:3 主を賛美せよ、恵み深い主を。喜ばしい御名をほめ歌え。

ルカによる福音書2章41～52節
2:41 さて、両親は過越祭には毎年エルサレムへ旅をした。
 2:42 イエスが十二歳になったときも、両親は祭りの慣習に従って都に上った。
 2:43 祭りの期間が終わって帰路についたとき、少年イエスはエルサレムに残っておられたが、両親はそれに気づかなかった。
 2:44 イエスが道連れの中にいるものと思い、一日分の道のりを行ってしまい、それから、親類や知人の間を捜し回ったが、
 2:45 見つからなかったので、捜しながらエルサレムに引き返した。
 2:46 三日の後、イエスが神殿の境内で学者たちの真ん中に座り、話を聞いたり質問したりしておられるのを見つけた。
 2:47 聞いている人は皆、イエスの賢い受け答えに驚いていた。
 2:48 両親はイエスを見て驚き、母が言った。「なぜこんなことをしてくれたのです。御覧なさい。お父さんもわたしも心配して捜していたのです。」
 2:49 すると、イエスは言われた。「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかったのですか。」
 2:50 しかし、両親にはイエスの言葉の意味が分からなかった。
 2:51 それから、イエスは一緒に下って行き、ナザレに帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこれらのことをすべて心に納めていた。
 2:52 イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに愛された。

1 　
　私は小学生のころ、「まんが日本の偉人」とか「まんが世界の偉人」という本をよく読みました。一冊につき一人の人を取り上げてその人の生涯を紹介しています。「野口英世」とか「エジソン」とか。大抵はさすが偉人と呼ばれる人だけあって幼少期も特別なエピソードがあるわけです。有名な話では今何かと話題のアメリカ合衆国の建国の父と呼ばれ、アメリカの初代大統領のジョージ・ワシントンの幼少期にこういうエピソードがあります。
　ジョージ・ワシントンが少年の頃、父親が大切にしていた桜の木を斧で切り倒してしまいました。父親から誰が切ったのかと問われ、「お父さん、僕が斧で桜の木を切りました」と正直に打ち明けると、父親は怒るどころか「お前の正直な答えは千本の桜の木よりも価値がある」と許し、正直さを褒めました。
　この「ワシントンの桜」のエピソードはご存じの方も多いと思います。私はこのエピソードを読んで子ども心に「嘘をつかないで正直に生きることは大切なことなんだな」と思いました。実は、このエピソードは作り話なのです。作り話ということをご存じの方も多いと思うのです。このエピソードはワシントンの死後に、メーソン・ロック・ウィームズという牧師が子供向け著書『ジョージ・ワシントンの生涯と記憶すべき行い』の中で、「嘘をついてはいけない」という教訓のために書いたとされています。
　ただ、このエピソードは作り話であるにも関わらず、「実に正直で誠実なワシントンらしい」とさも本当の出来事のように広まったのです。これはワシントンだけではありませんが、子ども時代の出来事というのはもうすでにその人となりを表わしているのことがあります。

2 　
　本日私たちに与えられました聖書の御言葉はイエス様の少年時代の出来事が描かれています。イエス様はエルサレム神殿で行方不明になったにも関わらず、全く物おじせずに「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかったのですか。」（49節）と母マリアに言ってのける少年イエス様の姿に「イエス様らしいな」と私たちは思うわけなのです。では、この話もイエス様というお方を引き立てるためとか何か教訓めいたことを示すためにルカが創作した作り話でしょうか。
　私たちはルカによる福音書を共に読み進めています。その最初のところに「献呈の言葉」があることを共に読みました。その1：3に
「そこで、敬愛するテオフィロさま、わたしもすべての事を初めから詳しく調べていますので、順序正しく書いてあなたに献呈するのがよいと思いました。」
とあります。ルカはこの福音書を「すべての事を初めから詳しく調べて順序正しく書いた」のです。ですから、イエス様の少年時代のこのエピソードは決してルカの作り話ではなくて、他の福音書にはイエス様の少年時代のことは書かれていないけれども、それはルカが「すべての事を初めから詳しく調べて順序正しく書いた」が故のことであり、真実の事をルカは書き記しているのです。あるいは、イエス様の少年時代のエピソードはもっとたくさんあったのかもしれませんが、ルカがどうしてもこの12歳の時の神殿でのエピソードは書き記さなければならないと思い書いたのではないかと思います。それは、この神殿のでの少年イエス様の出来事の物語の中にイエス・キリストというお方がどのようなお方であるかがぎゅっと濃縮されて描かれているからです。これこそがイエス・キリストというお方なのです。そのことを読む人に、それは私たち一人一人によく分かっていただきたいからなのです。
　
3 
　イエス様が12才になった過越祭の時にヨセフとマリアと共にエルサレム神殿に行きました。祭りが終わり帰路につきましたが、そこにイエス様はいませんでした。そのことに気づいた両親は必死になって探しましたが見つかりませんでした。46節には「三日の後」とありますので、ヨセフとマリアが3日間必死になって探した様子がうかがえます。12才とは言えまだまだ少年です。もし誘拐でもされていたら、事故にでもあっていたら、万が一のことがあったら、と親であれば必死になって探すのは当たり前です。
そうして「三日の後に」イエス様がエルサレム神殿の境内で学者たちを相手に話を聞いたり質問したりしているのを見つけたのです。母マリアはようやく見つけた安心感と共にこんなに心配させてという親心からついついイエス様を責めることを言ってしまします。
「なぜこんなことをしてくれたのです。御覧なさい。お父さんもわたしも心配して捜していたのです。」（48節）
この「心配する」という言葉のもとの言葉には「もだえ苦しむ」とか「非常に悲しむ」という意味があります。愛する我が子がいない、それが母マリアをどんなに苦しませたでしょう。心配で心配で一睡もできなかったのではないでしょうか。それゆえに「なぜこんなことをしてくれたのです」と非常に強い口調になるもの無理ありません。「お父さんもわたしも心配して捜していたのです！」
マリアの言葉に対してのイエス様の返答は驚くべき言葉です。49節。
「すると、イエスは言われた。「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかったのですか。」
　何とも的外れなように聞こえます。もし私に子どもがいて教会の礼拝に行ったら子供が行方不明になり3日間必死で探してようやく見つけて子供から「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかったのですか。」と言われたとしたら「何わけのわからないことを言ってないでさっさと帰るよ」と言って叱るのではないかと思います。実際、イエス様の言葉の意味が分からなかったマリアもヨセフもそんな感じだと思います。「この子は一体何を言っているんだろう」となってしまっていたでしょう。
　「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかったのですか。」
　イエス様のこの言葉は両親の心配を他所に生意気なことを言っているように私たちは聞こえてしまいます。しかし、イエス様のこの言葉には二つの大切なことが込められていると考えられるのです。
　一つ目が「父の家」という言葉です。エルサレム神殿を「父の家」と言いました。この父はもちろんヨセフの事ではなく神様の事です。父なる神様のおられる家、ここに私がいるのは当たり前と言われるのです。それはイエス様が「父なる神の子」だからです。確かにイエス様には心配してくれる育ての父親ヨセフがいますが、母マリアが聖霊によって身ごもったイエス様は父なる神の子です。イエス様は12才のこの時もうすでに自分が「父なる神の子」であることを自覚しておられると共に、そのことを明らかにされたのです。それは「神の子として」これからの生涯を神の御心に沿って歩んでいく、具体的には神の子として十字架と復活の道を歩んでいくという表明をされたのです。
　二つ目の事が「三日の後」にイエス様を探して見つけてイエス様から「どうしてわたしを捜したのですか。」と言われたことです。
　ルカによる福音書24節にはイエス様が十字架の死から復活されたことが記されています。女性たちはお墓に納められたイエス様の遺体に香料を塗るためにお墓にやって来ました。しかし、イエス様の遺体はどこを探しても見つからないのです。すると輝く衣を着た二人の天使が現れて言います。「なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。あの方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。」（24：5～6）復活されて生きておられるイエス様を死者の眠るお墓に必死に探す女性たちの姿と、父の家である神殿におられるイエス様を必死になって親類や知人の間を探すマリアとヨセフの姿が重なります。「どうしてわたしを捜したのですか。」イエス様のこの言葉は天使の「なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。」の言葉に重なるのです。神の子イエス様は親類や知人といった人間の間におられるのではないのです。人間の世界だけにとどまり、「塵から生まれた者は塵に返る」やがて死を迎える空しい人間に留まられたのではないのです。神の子イエス様は死んで甦られたのです。死と悲しみの暗闇の世界から3日目に復活されて希望の光の中を生きておられるのです。ですから死者の眠るお墓にはイエス様はどんなに必死に探しても決して見つからないのです。そのように十字架で死んで3日目に復活されるイエス様のお姿が、もうすでに今日の聖書箇所に示されているのです。神の子として十字架と復活の道を歩まれる私たちの救い主イエス様のお姿がここにはっきりと示されているのです。

4 
　今日の聖書箇所は50節「しかし、両親にはイエスの言葉の意味が分からなかった。」で終わりではありません。51節52節と続きます。なくてもイエス様たちは祭りが終わったらナザレの家に一緒に帰っただろうなと想像できるのに、あえてこの文章を記したルカの思いがここにあるように思います。
　「それから、イエスは一緒に下って行き、ナザレに帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこれらのことをすべて心に納めていた。
 　イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに愛された。」
　イエス様がナザレの家で父ヨセフの大工の仕事を手伝い、ヨセフが若くして亡くなった後は大工の仕事を継いでいき、母マリアに仕えて家族を大切にした様子が描かれています。もちろんここは「あなたの父母を敬え」の聖書の言葉にイエス様が従って、両親を始め家族を大切にしたことが記されています。そしてここで大事なのが「仕える」という言葉です。この「仕える」という言葉は聖書の他の場所で使われています。
　それがフィリピの信徒への手紙3：21です。
　「キリストは、万物を支配下に置くことさえできる力によって、わたしたちの卑しい体を、御自分の栄光ある体と同じ形に変えてくださるのです。」
　この「支配下に置く」という言葉とルカ福音書の「仕える」は同じ言葉です。万物を支配下に置く力をお持ちの神の子イエス様が自ら両親の支配下に置かれて生活をされる。それはいいかえれば謙って仕えるということです。神の子イエス様が自ら謙って、人の子として歩まれるのです。同じフィリピの信徒への手紙2：6～11にこのように記されています。
「キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、
 　 かえって自分を無にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。人間の姿で現れ、
 　 へりくだって、死に至るまで、それも十字架の死に至るまで従順でした。
 　このため、神はキリストを高く上げ、あらゆる名にまさる名をお与えになりました。
 　 こうして、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、
 　すべての舌が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、父である神をたたえるのです。」
　神の子イエス様が自らへりくだって、十字架の死に至るまで従順にお仕えくださったのです。僕の身分となり、苦しむ者悩む者、病を受ける者、貧しい者、私たちがこの世において背負わなければならないあらゆる重荷を自ら背負って十字架の死に至るまで従順に謙って仕える者として歩んで下さったのです。
　神の子イエス様は「ここが父の家だ。ここが私の家だ。」とエルサレム神殿から決して離れないで過ごされたのではありません。苦しむ私たちの高みの見物をされていたのではないのです。神の子イエス様は自ら謙って、両親にお仕えして過ごされました。その中でも父ヨセフとの別れも経験しました。大工として貧しい暮らしも経験しました。そして、この地上での歩みにおいて謙る者として歩んで下さり、私たちの苦しみをすべて背負われて、私たちの罪をすべてその身に引き受けられて十字架に掛かってくださったのです。そして3日後にその死から復活されたのです。「我らの国籍天にあり」（フィリピ3：20）私たちを天の故郷に導いて下さるのです。
　イエス様はそのような救い主であるのです。それはルカによる福音書を書いたルカはもちろんそうですが、誰よりも神様がそのことをわかって欲しいと思われているのです。すべての舌が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、父である神様を褒めたたえて讃美をしてほしいと願われておられるのです。
「ハレルヤ。賛美せよ、主の御名を／賛美せよ、主の僕らよ　主の家に／わたしたちの神の家の庭に居並ぶ人々よ。主を賛美せよ、恵み深い主を。喜ばしい御名をほめ歌え。」（詩135:1～3）私たちは教会という主の家で神の家で、共に救い主御子イエス様を与えてくださった神様を褒めたたえて讃美をするのです。
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